
柱で視線が遮られる

梁撤去

キャットウォーク

２階部分PAスペース

客席雛壇

砂利

ステージ部分土間打設

商店街

商店街

10 2 3 4 5 6 7 8 9 10 m

表-2　特徴的公演事例

図-1　桜座平面・断面図

2005年8月 2005年10月 2006年1月 2006年4月2005年6月
・ホール一部梁撤去
・カフェ天井下げる
・カフェ、ホール間の壁設置
・ホールに砂利を敷き詰める

・石綿にセメント吹き付け
　黒く塗装
・キャットウォーク設置
・楽屋部分壁設置
・客席雛壇

・ホール柱を鉄板で覆う
・2階PAスペース

・カフェ、ホール間の扉設置 ・ホールステージ部分土間
　打設

表-3　桜座改築工程表-1　代表作の傾向と活動の時期別特徴

《Subject1～5》シリーズ（74-75）

独舞 コラボレーション 群舞

《舞態1～23》シリーズ（75-77）

《ドライヴ》シリーズ（78-81）

《ハイパーダンス1824時間》（77）

《サイクリングドライヴ》（80）

《MMD計画「即興」1981》（81）

即興トリオ《気持ちが大切(82)

《現在の舞踊シリーズ》（82）
《隣りから隣りへ》（83）
《空襲の背中》（83）
《農家と家》（83）
《成果の草花》（83）
《穴という穴》（83）
《昼の月》（83）
《目盛》（84）
《七草物語》（84）

《恋愛舞踏派定礎》（84）

《空の形》シリーズ（84-85）

《Duoシリーズ》（82-現在）

舞塾ハイパフォーマンス《振るえる》(82)

舞塾ハイパフォーマンス
《調査》外国人シリーズ（83）

独舞《感情》シリーズ（82-85）

国際共同制作ダンス［森の気配］（05）

独舞《線上にて》シリーズ（03-04）

独舞《場踊り》シリーズ（06-07）

舞塾公演《恋愛舞踏派　あお草-湯上がり
  の凉をとっている全裸の母親を》（87）

舞塾公演《ドライヴ・オン-月が侵入
   する縁側の板敷きで》（88）

国際共同制作シリーズ
《ムンク生命の踊り》（(97)

国際共同制作シリーズ《粘膜の嵐》（97）
国際共同制作シリーズ《グリムグリム》（97）
国際共同制作シリーズ
《気分－黒い山 －浮かれ雲1～6》（97）

国際共同制作シリーズ
《20世紀末版春の祭典》（99）

国際共同制作シリーズ《ロマンス》（99）

桃花村ゴヤ・シリーズ（00-02）
桃花村公演《風の失意》（00）

桃花村《家族からからか》（03）
桃花村《ひとさらい》（03）

舞塾公演《春の祭典》（89）
舞塾公演《ゆったりと-水の不義》（90）

舞塾公演《草の舟》（92）
舞塾公演《古代緑地》（93）
舞塾公演《Yさんの道で》（94）
舞塾公演《古代婦人》（94）

舞塾公演《私は土から生まれた》（95）
舞塾公演《草原に鯨を見た》（95）

舞塾公演《オズの魔法使い》（96）
舞踊劇《千年の愉楽》（96）

独舞・舞塾公演《樹-ツリー》（90）

独舞・舞塾公演《 Yさんの畦道で》（95）

独舞《透体脱落》（05）

長野県飯山市小菅町

+高橋アキ（03）
+原口典之（03）

+原口典之（99）
+セシル・テイラー（96）
+セシル・テイラー(94)

+フェリックス・ライコ(03)

+フェリックス・ライコ(02)

+ピエール・ギヨタ（05）

+デレック・ベイリー(04)

+灰野敬二（07）

+灰野敬二（01）

+あがた森魚（07）

+あがた森魚（03）

+坂田明（07）

+タチアナ・グリンデコ(06)

+タチアナ・グリンデコ((02)

兵庫県神戸市
栃木県宇都宮市
北海道石狩市
岩手県花巻市
淡路島州本市五色町
鹿児島県
新潟県糸魚市
福岡県太宰府
塩竈
須磨海岸

独舞《重力と愉快》（05）

独舞《空間に恋して》シリーズ（04-05）

　《赤光》（05）

《日記》シリーズ（87-90）

桃花村ソロシリーズ（00-03）

《私は風景を踊れるか》（87）

独舞・舞塾公演《樹-ツリー》（90）

独舞《季節》（92）
《大根に月光》（92）
《花祭り》（92）
《例の中で》（92）

《サド侯爵とラコストの石》（93）
《生命のダンス》（94）
《地の音》（94）
独舞・舞塾公演《 Yさんの畦道で》（95）

独舞《隣りの空へ》（93）

独舞《気分の夜邃》（95）

独舞《知の歩測・生理スル》（97）
独舞《サブジェクト》（99）

独舞《脱臼童體》（02）

独舞《黒い山》シリーズ（02-03）

《A Conquista征服》（96）
《黒い山－形の生命》（97）

2000年　
桃花村舞踏集団結成

1995年　
舞踊資源研究所設立

1981年　
　舞踊集団舞塾結成

1978年　
　身体気象研究所創設

2005年　
パフォーマンス空間桜座オープン

2006年　
桃花村舞踊団劇場公演休止

2006年11月　
田中泯劇場公演休止

場所 環境 自然や建築の空間 -  A
地域の担う歴史や文化的特殊（ゲニウス・ロキ）-  B
そこに居合わせる人々の共同感情・共同意思 -  C観客

1. 研究の背景と目的
　舞台芸術施設計画における焦点は80年代の専用化、90年代
の創造型、地域への開放や市民参画へと推移しつつも、舞台
芸術施設は舞台芸術発展の為の重要な要素であると考えられ
てきた註1)。しかし、演劇の創造活動に関する研究註2)も、そ
の内容は稽古場の利用実態を明らかにするに留まり、芸能側
へ耳を傾けているとは言い難い。舞台芸術施設を計画する建
築家側は近代劇場の安心感に身を委ねているのが現状であ
り、芸能側との精神交流が止まってしまったままである註3)。
そこで本研究では、芸能を上演する立場の考える具体的劇場
空間を考察し、その実態を明らかにすることを目的とする。
2．研究方法
　本研究では、舞踊家・田中泯をサンプルとする。田中泯は
「場所を踊る」という活動をしており、上演空間に対して強
い思想を持っている。また、舞踊は演劇や音楽と比べ上演空
間に対して制約が少ないため、思想がよりはっきりと上演空
間に反映すると考えられる。田中泯は2006年には大きな劇場
ではもう踊らないと宣言をしたが、彼の活動拠点である山梨
県甲府市では桜座という劇場の運営に携わっていることから
劇場に対する期待も持ち合わせていると考えられる。まず田
中泯の言説、公演履歴をもとに田中泯の思想を明らかにし、
桜座の図面の分析、担当した設計者註4)への聞き取り調査から
思想が実空間にどのように反映しているかを考察する。
3. 田中泯の思想　
　近代以降の舞踊は、純粋主義(モダニズム)、始原主義(プ
リミティヴィズム)、解脱主義(ポスト・モダニズム)の三つ
の流れに分類される註5)。客観的位置づけでは田中泯は始原主
義に属するが、圧倒的な経験に基いて彼は独自の思想を展開
することになる。田中泯の思想を時系列で考察する。
3-１.根本的思想
　田中泯は1945年東京の郊外八王子で生まれ、幼少期には近
所の祭の盆踊りに熱中した。中学からバスケットボールに没
頭するが大学で断念し、子供の頃夢中になっていた踊りに対
する憧れを追って舞踊に転向する。バレーとモダンダンスを
習い始めるが、自分の考えや感覚を表現するという、当時主
流であった芸術としての舞踊の美意識に疑問を持った。そう
して「踊り」自体のあり方を考え、昔の踊りとはいったい何
だったのかということに興味を持ち始める。また、暗黒舞踏
の創始者である土方巽の影響を受け、自分の思想や感情で踊
りをつくるのではなく、自分の外側にある条件に向かって踊
りを踊っていきたいと考えるようになる。この想いは「場所
を踊る」と表現され、田中泯の思想の根本となった。こうし
て、結局8年間続けたモダンダンスの活動をやめ、田中泯は
フリーで独自の活動をはじめる。
3-２.活動の展開
　田中泯の言説、また代表作註6)の傾向（表-1）から、1978年
のパリ秋季芸術祭「日本の間」展への招待参加、1985年の農
業と舞踊の同時実践開始、2004年のインドネシア50日間独舞
の旅が活動の転機になっていることが分かる。
〈第一期〉野外、自然、都市など場所を問わず踊り続ける。
〈第二期〉「日本の間」展の後、舞踊の領域を越えた人々と

のコラボレーションを開始する。音楽や芸術作品も「場所」
として捉えはじめていることが伺える。
〈第三期〉1985年に開始された農業と舞踊の同時実践は、同
志との共同生活で行われ、この時期には群舞がとても多くな
る。始原主義は特に、自然や共同体への関心へと表れている
といえる。また、第三期では、即興性の薄いバレエの演目に
も取り組んでいる。これは、その演目が重ねてきた年月への
興味からであると考えられる。
〈第四期〉60歳で向かった独舞の旅の後には、「場踊り」と
いうシリーズが開始され、告知なしの公演などを行ってお
り、「場所を踊る」という初心への回帰がみられる。2006年
1月には、まず田中泯の率いる舞踊集団桃花村が舞台公演中
止を発表。そして田中泯自身は2005年に朝日舞台芸術賞を獲
得した「透体脱落」の再演を機に、2006年11月ついに大きな
劇場註7)での公演を中止する。
　上演空間に関する明快な言説を考察すると、「物理的にや
りにくい場所はない」('79)註8)、「どこででもやってみた
い。劇場でもいい。」('91)註9)、「人工的なカラクリに満ち
た劇場にはうまくはまらない」('06)註10)と変化している。
「インドネシアの人は皆無名で、それがいい」註11)という発
言からも独舞の旅が大きく影響していることが窺える。田中
泯は観客との純粋な触れ合いを望んでいることがわかる。
3-3. まとめ　
　舞踊評論家の尼ヶ崎彬は田中泯の「場所」には３通りの意
味が含まれると分析する註12)。　

A,B,Cにはそれぞれ公演の事例がみられる。（表-2）これまで
の考察から、場所を踊るという思想の中にも特に、Aには自然へ
の関心、Bには時間への信頼や共同体への関心が強く影響し、さ
らにCでは観客との直接的交流を求めているといえる。
4. 桜座
4-1.概要
　田中泯が運営に携わっている桜座は、2005年6月甲府市の中心
商店街にオープンした。甲府市中心商店街の店舗数は1999年か
ら5年間で約７割に減少し、歩行量は1995年に比べ2005年には約
43％も減少している註13)。そんな甲府市衰退を食い止めるため
に、江戸時代から明治にかけて甲府の文化拠点としておおいに
賑わった芝居小屋 ｢桜座｣ を75年ぶりに復活させることになり註
14)、そのプロジェクト・リーダーとして山梨県に由縁のある田
中泯に声がかかった。田中泯は桜座オープニング時には「テレ
ビ中心、東京中心の芸術の考え方に、甲府から一石を投じるこ
とができると思う」註15)と語った。田中泯は街の活性化に無関心
ではないものの、このような甲府市の現状が、田中泯の求める
観客と表現者の直接的な交流を可能にしていると考えられる。
　こうして桜座は、様々な人の交流の場になることを目指し、
最初から劇場をこしらえるのではなく、表現者の手で時間をか
けて空間を創造していくという考えの下、かつてとは異なる場
所である商店街の旧ガラス工場倉庫の建物に実現されることと
なった。
　以来、桜座では田中泯の交友関係から、舞踊や音楽の企画を
はじめ、様々な分野の専門家の講演なども行われ、独自の文化
発信力を育んでいる。また、桜座主催公演の他にホールの貸し
出しも行い、様々な公演が行われている。
4-2.桜座の空間（図-1）
　田中泯の呼びかけにより、建築家樋口裕之註16)らが空間委員と
して桜座の運営に携わることとなった。そうして、田中泯や樋
口裕之らの監修の下、表現者の手で空間を創造していくという
考えで、残っていたむき出しの鉄骨造の柱梁の骨格から一部梁
を撤去しただけの、舞台もない状態で桜座はスタートし、その
後必要に応じて改築が行われた（表-3）。これらの改築はでき
る限り自らの手で行い、規模が大きなものは樋口裕之らの設計

で業者により施行された。
　桜座は元々劇場として計画された建物ではないため、中央に
柱があり視界が遮られてしまう点などが従来の劇場とは決定的
に異なる点である。また、客席部分に敷かれた砂利や雛壇の
畳、ステージ部分の土間、柱に巻かれた鉄板など自然に近い素
材が主に使用されている点も特徴的である。
　また、桜座の商店街に面した入口部分には劇場の補完的施設
として飲食コーナーが設置されている。このコーナーは公演が
ない期間も日常的にカフェとして運営されている。この部分は
ギャラリーとして使用されることもあり、芸術家の作品や市民
の趣味の発表の場として交流施設となっている。
　しかし、当初の計画通り随時改築を行い桜座は変化を続けて
いるものの、雛壇状の客席やキャットウォークの設置、大幅な
PAスペースの確保、土間打設によるステージ範囲の固定など、
素材などは個性的であるものの、形式は次第に通常の劇場に収
束しているといえる。
5. まとめ
　桜座の旧ガラス工場への具体化から「時間への信頼」、使用
される素材からは「自然への関心」、飲食スペースの併設から
は「共同体への関心」という田中泯の思想が窺える。また、立
地である甲府市の現状が観客と表現者の直接的交流を可能にし
ていると考えられた。このように、田中泯の舞踊に関する思想
は実際の劇場桜座の空間に具体的に反映していることが明らか
になった。
　しかし、桜座は表現者の手で時間をかけて空間を創造してい
くという理念で、オープンから今までに何度も改築が行われて
いるが、次第に田中泯の拒否した「人工的なカラクリに満ち
た」劇場に収束してしまっていることが窺えた。その原因とし
ては、貸しホールとしての運営方法の便宜的理由が推測され
る。一方で、自身も舞踊家である田中泯が監修することで、桜
座は従来の行政中心の劇場ではなし得なかった表現者同士や観
客と表現者、文化の交流の場になっていることも垣間見れた。
本研究は田中泯の思想と劇場の実空間の考察に限定したが、劇
場の空間は運営方法による影響が大きいことが再確認できたた
め、今後は運営方法も視野に入れた考察が課題である。

脚注1)坂口大洋、小野田泰明、菅野實「時間地理学を用いた舞台芸術鑑賞行為の成立過程に関
する研究」日本建築学会計画系論文集、第554号、2002.4　2)佐藤慎也、本杉省三「演劇創造
活動における稽古場と舞台の利用に関する研究 『誰か、来る』公演を事例として」日本建築
学会計画系論文集、第592号、2005.6　3)清水裕之「劇場の構図」鹿島出版会、1985　4)かめ
設計室主宰、山田晶子一級建築士。5)尼ケ崎彬「芸術としての身体」勁草書房、1988　田中泯
は事例として挙げられていないが暗黒舞踏が始原主義の事例とされていることから。6)李世珍
「田中泯（1945～）の作品研究」に掲載されている2000年までの代表作と田中泯公式ホームペ
ージに掲載される2000年以降の公演を独舞/コラボレーション/群舞で分類した。7)最後の舞台
公演は東京・世田谷パブリックシアター、長野・まつもと市民芸術館、京都・芸術劇場・春秋
座にて行われた。8)松岡正剛田中泯対談「身体・気象・言語」工作舎、1979　9)尼ヶ崎 彬「
メディアの現在」ぺりかん社　10)朝日新聞2006年11月07日付　11)市川準他「ぼくのしょうら
いのゆめ」プチグラパブリッシング 、2006　12)尼ヶ崎 彬「メディアの現在」序論にて。13)
甲府商工会議所調査。歩行量調査は毎年最終金曜日及び日曜日における甲府市中心商店街の調
査地点（15地点）の歩行者合計　14)2001年から実施されていた「アートフェスタ貢川」の活
動の場として、ＮＰＯ法人「街づくり文化フォーラム」が桜座復活を提案した。（山梨新報
2005年7月1日付）15)朝日新聞2005年10月11日付　16)象設計集団主宰。

飲食スペースホール

飲食スペースホール楽屋

楽屋

4104030　栗原　季佐宇野研究室

芸能が求める劇場空間の考察
- 田中泯を事例として -

1985.4

2004.1119812003
「定点観測」

山梨県甲斐市

太刀岡山を望む場所

2003.4
「鎮魂の舞」 「第一次南方熊楠計画」

50日間独舞の旅

山梨県 南紀白浜の海

インドネア

富士の裾野 南方熊楠ゆかりの地にて

2007
「場踊り」

塩竈
告知なしの公演

皆田中泯をしらない音楽家とのデュオ
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公演名
日時
場所
特徴


